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日本板硝子株式会社四 日市事業所 との 連携 に よる理科授業
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1　 は じめに

　子どもたち の 理科離れや学習意欲の低下とい っ

た現状を改善する方策の 1つ として ，匹旧 市市で

は平成 19 年度か ら 「企 業との 連携教育」 を始め

た。石 油 コ ン ビナー トに関連する た くさん の 企業

や事業所が持 つ 知識 ・技能 ・経験等を幅広 く活用

し，教育活動 の 充実をめざすこ とがね らい で あ るu

　そ の ため，大学教員，小 中学校長，小 rli学校教

員 ， 教育委員会等を委員 とする理科教育推進 プ ロ

ジェ ク ト会が設置 され ，「企業との 連携教育」の 有

効な実践に つ い て研究 し，情報発信を行 っ て い る。

　本研究では ， 四 日市市における 「企業との 連携

教育」 の 1例 を紹介する。そ の 実践にお い て ，生

徒の 理科の 授業 へ の 興味 ・関心，理科 の 有用感を

高め る効果を検証 した結果か ら ，
企業 との 連携授

業の よ り効果的な実践の あ り方 に つ い て，報告す

る。

2　授業の 実践

　◇実施時期 ：平成 19〜21 年度 10月初旬

　◇実施対象 ：四 目市市立 西陵中学校 1年生

　◇実施企業 ： 日本板硝子 株式会社四 日 市事業所

　各年度 の 1年生で 「出前授業」 を行 っ た。実施

後の 検討を もとに，授 業を改善 しなが ら， 3年間

実施し た 。

（1）平成 19 年度の実践

　企業講師がプ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン ソ フ トの 画 面を

提示 し， 演示 実験などを交えなが ら，講義形式で

行 っ た。内容は，1）光の 性質，2）セ ル フ ォ ッ ク レ

ン ズ，3）商品紹介　 とい う流れで 行 っ た、

　実施後の 検討で は，次の よ うな課題があげられ

た。

　○　生徒の 実態 と合わ ない 説明やや り と り

　○ 生徒が受身 とな る講義形式が大 部分

　○ セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ の し くみが，中学で の

　　 学習内容との 関連が少なく，むずか しい

（2）平成 20 年度の 実践

　前年度の課題 か ら，次の よ うに改善した。

　○ 生徒の実態 を知 る教師がまず授業を進 め，

　　 企業講師は 商品や技術的な内容を説 明。

　○ 生徒 の 活動場面，発表 の 機会を増やす。

　○　中学 の 学習内容 との 関連を深めた 。

　授業内容は，1）透明ガラ ス とす りガラ ス とウム

（瞬間調光ガラス ），2）セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ，3）

商品紹介　とい う流れで行 っ た 。

　実施 後の 検討で は，よ り効果的な授 業にな っ た

こ とがイ編忍されたが， 2時間 の 授業になっ た こ と

で，時間確保や生徒の 集中力が課題 となっ た 。

（3 ）平成 21 年度 の 実践

　前年度の 内容をベ ー
ス に し て，生徒の 活動場面，

発表 の 機会を た くさん 残す よ うに し
， 専門的な内

容の 部分を削る な ど して ， 1 時間に短縮を した。

3　結　果
　 　 問 1 　 3 日 の 匿 霞 は 楽 し か った で ず か ．
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　 　　 　　 図 1　 質問紙調査の 結果

4　 まとめ

　企業がもつ 生徒 の 興 味 ・関心を高め るような知

識や技術をもとに，生徒 の 実態にあっ た授業内容

を教師が つ くっ て い くこ とで
， よ り効果 の ある連

携授業となる こ と が わ か っ た。ま た
， そ の た め の

マ ニ ュ ア ル づ くりに向けて の基礎 となる実践 とな

っ た。
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